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ツインシティの都市づくり

第１段階
計画づくり

基本計画策定（H12）
整備計画策定（H14）

第２段階
仕組み、枠組みづくり

合意形成、区域・事業手
法等決定、都市計画決
定
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面整備事業、（仮称）ツイ
ンシティ橋等の整備
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発行：神奈川県東海道新幹線新駅設置促進期成同盟会
○ツインシティや環境と共生する都市づくりについてのご意見等をお寄せ下さい。

問い合わせ先：神奈川県 県土整備局 環境共生都市部 環境共生都市整備課 寒川駐在事務所（ツインシティ整備推進センター）

〒253-0196　神奈川県高座郡寒川町宮山165（寒川町役場内）

電話（0467）72-6351　　FAX（0467）72-6353 2011年３月

➡ 

➡ 

➡ 

東海道新幹線新駅
（南のゲート）

至
熱
海

　ツインシティの整備については、現在進められている「さがみ縦貫道路」の整備をはじめとする広域交通網整備と
連携を図って実施します。
　こうした都市づくりは、県央・湘南都市圏が首都圏の西の玄関口としての機能を高め、都市圏全体の利便性の
向上と新たな活力の創造につながります。
　私たちは、ツインシティの都市づくりや東海道新幹線新駅の誘致をきっかけに、県央・湘南地域が、全国に誇れる
持続可能な活力と魅力のある都市圏となるものと考えています。
　こうしたことから、ツインシティの都市づくりを県民、企業、行政の三者協働により進めていきます。

［鉄道］
　（相模線倉見駅より在来線）
●品川駅へ 約70分
●羽田空港国際線ターミナルへ
 約75分
［自動車］
　（寒川町倉見地区より）
●八王子（中央道）へ 約75分

（新幹線新駅より）
約20分（新幹線利用想定）

約40分（同　上）

（同　左）
約30分（さがみ縦貫道路利用想定）

リニア中央新幹線



① 広域的な交流連携都市 環境共生モデル都市「ツインシティ」とは
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新幹線新駅誘致地区

寒川町倉見地区

寒川町倉見地区
（新駅周辺整備検討区域）

※表示してある位置・区域等は、今後、関係機関
　との協議などにより変わる場合があります。
※表示してある位置・区域等は、今後、関係機関
　との協議などにより変わる場合があります。
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寒川北 IC（仮称）

厚木市

海老名市

平塚市
寒川町

　ツインシティは東海道新幹線新駅を誘致している寒川町倉見地区と、相模川を挟んだ平塚市大神地区を
新しい橋で結び、川の東西両地区を一体とした都市（双子の都市）として計画しているものです。

　　【ツインシティが目指す都市像】
　　　①広域的な交流と連携の窓口（ゲート）となる都市
　　　②地域の環境と共生し、地球環境にやさしい環境共生都市
　　　③新しい産業を創出・育成する都市
　　　④新しい生活スタイル・ワークスタイルを実践する都市

　県央・湘南都市圏の新たな窓口（南のゲート）とし
て、新幹線新駅誘致地区を中心に、利用しやすい公
共交通、スムーズな乗換え、歩行者・自転車の優先を
可能とする交通システムの形成を図ります。
　そのため、周辺都市と交通アクセスの結節拠点の形
成や平塚市大神地区と寒川町倉見地区のスムーズな
連携を図るための新橋〔（仮称）ツインシティ橋〕と
接続道路などを整備します。

【新幹線新駅誘致地区】
　東海道新幹線新駅を中心に、様々な交通機関
との連絡をスムーズにし、県央・湘南地域の南
のゲートとして整備します。

【トランジットセンター】
　新幹線新駅の西口の機能を担う施設として整
備します。

【トランジットモール】
　国道129号とトランジットセンターを結ぶツイ
ンシティのシンボルとなる通りで、人々が安心
して歩け、地域の交流と賑わいの拠点となるよ
う、原則として、バス等の公共交通機関以外の車
両は、通行できないよう工夫します。

【交流型情報ステーション】
　一般車両の休憩場所として利用できるよう道
路情報の提供やトイレ等を備える施設として整
備します。
　また、環境共生モデル都市として、情報発信で
きる施設としても活用できるよう、今後検討を進
めていきます。

【（仮称）ツインシティ橋】
　平塚市大神地区と寒川町倉見地区を結び、一般
車両、歩行者及び自転車が通行する一般交通部の
ほか、バス等の公共交通が通行する公共交通部を
設けます。

③ 新産業創出育成都市

　県央・湘南都市圏内に集積
している先端技術、都市農業、
流通関連産業等のさらなる高度
化、多様化を支援する機能誘導
を図るとともに、環境や情報な
どの分野での新しい産業を創出
育成する都市を目指します。

④ 新しい生活・ワークスタイル実践都市

　環境共生、高度情報
化社会、少子高齢化社
会に対応した新しい生
活スタイル、ワークス
タイルを実践する都市
を目指します。

② 環境共生都市

相模川の河川空間や周辺の農業、田園環境などとの共生を
図るとともに、省エネルギー型、循環型、低環境負荷型の
地球環境にやさしい環境共生都市を目指します。

【自然が有する機能・魅力を生かした都市づくり】
　　　みどり豊かな都市づくり、健全な水環境の
　　　確保など

【環境への負荷を低減する都市づくり】
　　　都市の特性を生かした省エネルギー、クリ
　　　ーンエネルギーの活用、環境負荷の少ない
　　　都市システムなど

【環境とのバランスのとれた交通計画による都市づくり】
　　　利用しやすい公共交通、環境にやさしい交
　　　通基盤・交通手段など

【地域アメニティを創出する都市づくり】
　　　うるおいのある住環境づくり、地域景観へ
　　　の配慮、人にやさしい都市など

※写真はイメージです。

トランジットモールのイメージ

（仮称）ツインシティ橋のイメージ
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○ツインシティや環境と共生する都市づくりについてのご意見等をお寄せ下さい。

問い合わせ先：神奈川県 県土整備局 環境共生都市部 環境共生都市整備課 寒川駐在事務所（ツインシティ整備推進センター）
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　ツインシティの整備については、現在進められている「さがみ縦貫道路」の整備をはじめとする広域交通網整備と
連携を図って実施します。
　こうした都市づくりは、県央・湘南都市圏が首都圏の西の玄関口としての機能を高め、都市圏全体の利便性の
向上と新たな活力の創造につながります。
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持続可能な活力と魅力のある都市圏となるものと考えています。
　こうしたことから、ツインシティの都市づくりを県民、企業、行政の三者協働により進めていきます。
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